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●内郷地区社協
肇

部

丼

業

櫻

事

長

報

ム
，
一ハ

者

集

行発

編

平成 20年 度 定期総会  (於 : ミレニアムセンター佐倉)

新
事
業
年
度
を
重
え
て

内
椰
地
区
ヽ
協

会

長
　
櫻

「

，

の

ヱ

、

内

“

地

区

の

合

月

の

曽

■

に

は

、

日

頂

よ

う

ｔ

ｔ

ｈ

工
の
Ｆ
ｔ
に
ご
■
力
を
場
―
〓
く
¨
■
十
し
上
げ
ま
す

力
”
ｔ
区
ュ
“
の
■
ム
”
キ
ｔ
ｉ
助
■
●
が
５
月
１．
口

（口
）
ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
た
０
に
お
い
て
、
福
祉
委
員
梶
‘
が
出
た
し
門

Ｉ
氏
ｔ
ま
し
た
　
千
え
つ
■
■
の
■
業
冥
ｔ

決
■
　
千
人
ｍ
キ
た

の
基
本
オ
■
を
ヽ
ま
た
ｔ
■
に
密
・舌
し
た
●
策
■
，
十
Ｌ
　
千
，

ｔ
壕
人
，
■
を
人
た
し
ま
し
た

，
■
た
も
■
■

の
皆
様
ケ
〓

な
し
て
ヽ
ら
せ
る
●
み
よ

い
稲
●
の

ま
ち

つ
く
，
を
口
■
に
、

昴
名
の
為
ュ
■
員
が
４
事
業
部

高^
¨
オ

ｔ
ｔ
　
■
，
　
広
ヽ
）
体
制
で
　
ｔ
民
の
皆
■

の
ヽ
■
　
■
三
を
お

■
さ
し
な
か
ら
　
ヽ
ま
で
以
上
に
ん
套
し
た
ひ
と
，
，
ち
ｔ
高
¨
〓

の
，
事
，
　
内
郷
小
■
ｔ

で
の
■
を
合
　
牢
４

呵
ヽ
く
し
ま

つ
，

■
々
の
事
業
卜
動
を
■
ｍ
し
な
な
ら
　
■
ム
の
皆
■

の
ヽ
た
と
場
●

の
０
上
を
目
指
し
て
頂
ヽ

っ
て
，
く
″
存

で
す

０
た
も
引
き
■
き
曽
■

の
ご
ｔ
ｔ
ご
協
力
を
お
，
い
申
し
上
げ
ま
す

丼

■

人と人のつなが|が ヽAの 格江の●上につなが0ま す



1′成2()`千7月 81日 内蠅 地 区社 協 だ よ IJ 第32), (2,

一

，

，

，

１

，

，

，

●

成
１９
年
度
事
業
実
績

ｔ
期
絆
会
　
敬
老
会
　
年
度
末
事
業

報
告
及
び
新
年
度
計
画
等
に
つ
い
て

年
４
回
の
，
員
会
を
開
催
し
　
■
■
事

業
の
推
進
に
勢
¨
ま
し
た

●
月
第
１
本
て
日
に
Ｆ
．，
会
を
開
催

し
　
年
間
の
事
業
計
Ｌ
に
基
づ
き
　
地

域
に
密
着
し
た
福
祉
事
業
の
向
上
に
資

す
る
具
体
案
の
進
ル
に
努
め
ま
し
た

二
つ
の
ヽ
本
方
針
に
基
づ
い
た
，
業

員
出
を
は
か
る

一
方
　
自
主
財
源
づ
く

り
に
も
努
め
ま
し
た

・
故
ｔ
，
―
平
成
”
年
９
月
脚
日
Ｈ
■

内
郷
小
学
校

対
象
者
卍
名
中

参
加
音

搬
名

午
前
―
式
典
　
小
学
生

の
●
伎
　
今

唱

な
ど

午
後

―

―――
伏

の
計
話

抽
選
会
な
ど

交
流
事
業
部

・
寝
た
き
，
高
確
者
友
■
訪
間
―
平
成
”

年
６
月
２
Ｈ
？
名
　
口
月
２
Ｈ
９
名

山
翠
凹
ツ
ー
メ
ン
流
し
勝
カ
ー
平
成
ｐ

年
７
月
日
日
４
名
参
加

人
鰺
ら
し
高
齢
者
ミ
事
会
―
平
成
Ю

年
１０
月
”
日
ヽ
名
参
加
　
“
成
■
年
３

` _ __ 
●

月
＝
Ｈ
掃
名
参
加
　
“

福
祉
事
業
部

・
内
郷
小
学
校
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
勝
カ
ー

平
成
＝
年
６
月
■
日
４
名
参
加

・
官
¨
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
住
民
交
流
公
支
級

―
平
成
り
年
７
月
゛
曰

●
白
翠
Ы
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
証
庄
―
平

成
”
年
も
月
２
～
“
日
大
■
生
１
名
参

加
・
内
郷
小
学
生
通
学
合
宿
支
”
―
平
成
円

年
９
，１
■
日
ヽ
■
月
５
日
崎
力
者
川
名

・
内
郷
小
バ
サ
ー
文
最
―
平
成
”
年
Ю
月

ｒ
日
陥
力
者
―
名

・
■
前
子
ど
も
，
ク
リ
ス
マ
ス
会
参
加
―

平
成
０
年
η
月
■
Ｈ
参
加
者
５
名

・
内
郷
小
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ト
ホ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
会
参
加
―
平
成
η
年
２
月
２
Ｈ

・
第
３
回
ふ
く
し
ま
つ
り
―
平
成
即
年
３

月
２
日
間
“
　
於
　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
佐
倉

研
修
事
業
部

よ
も
ぎ
の
回

　

・
厳
末
助
け
合
い
募
金
―
街
蠣
メ
立

ベ

６
名
参
加
（２
月
１
日
）

・
高
崎
市
民
■
委
員
　
児
童
委
員
即
名
が

来
訪
　
内
郷
地
区
社
協
の
組
織
と
活
動

状
況
を
視
た
ヽ
８
月
郎
日
）

一
平
成
２。
年
度
役
員
　
　
一

，
１
，
１

●
１
１

１
，
１

●
■
１
，
　
●
●
●
‘
１

，
１
●

日
目

”
■

．
■
―

■

，

■

‘

■
―

■
―

■

‘

■

●
，
―

，
，
‘
●

一
平
成
２。
年
度
事
業
計
画
一

・
高
い
音
事
業
部

破
セ
■
業
部
と
交
流
■
業
部
を
合
併

し
　
高
昴
ど
の
ユ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し

た
福
祉
活
動
を
Ｌ
門
し
ま
す

ｏ
地
域
，
業
部

枯
訃
事
業
部
の
名
“
を
改
“
し
　
従

来

の
ア
業
に
加
え
て
　
児
童
や
障
〓

の
か
た
が
た
を
を
め
た
亀
祉
と
一父
流

の
活
動
展
開
を
は
か
り
ま
す

研
修
予
業
部
及
び
広
報
事
業
部

現
●
と
お
り
と
し
　
ｉ
実
し
た
事
業

活
動
の
展
開
に
外
め
ま
す

福
祉
委
員
会

・
Ｄ
年
■
定
期
給
会
１
５
月
Ｈ
日

・
敬
老
会
企

四
概
要
説
明
会
Ｉ
Ｒ
月
Ｉ

・
敬
老
会
連
せ
要
紋
説
明
会
―
，
月
１４

・
ｍ
年
度
事
業
報
青
１
２．
年
３
月

理
　
事
　
会

・
事
業
企
■
に
関
わ
ろ
政
策
及
び
計
¨

等
の
策
定
―
毎
月
”
１
本
に
日
に
開

催

爛
」
鳩
制
集
嘔
研
修
‐
平
成
■
年
７
，ｌ
　
ｎ
日
一
目
Ｕ

地
域
を
祉
施
設
訪
円

（白
翠
田
―
佐
會

松
ヶ
丘
　
栄
）―
平
成
”
年
Ｈ
月
器
日
り

名
参
加

広
報
事
業
部

・
広
報
誌
「内
郷
地
区
社
』
」
第
郎
ヽ
視
号

（７
月
　
Ｈ
月
　
翌
年
３
月
）
発
行

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
夏
新

そ
　
の
　
他

・
福
祉
の
心
『２
の
■

０
支
援
金
管
理

・
赤
い
羽
根
共
同
号
金
―
街
敦
募
，
ベ

５
名
参
加

“^
月
６
日
）

監 監 ‘
一
　
　
一ヽ

副
会
長

副
会
長

＾
パ
　
　
計

総
　
務

書
　
記

事
務
局
長

櫻
丼
　
　
肇

田
中
　
｛ユ
子

渡
辺
　
昭
奥

伊
藤
ま
さ
子

初
山
　
　
昇

高
齢
者
事
業
部
長
　
田
中

地
域
事
業
部
長
　
　
片
桐

研
修
事
業
部
長
　
　
西
谷

広
報
事
業
部
長
　
　
大
谷

曰
目

早
　
　
　
　
岩
丼
　
金
言

事
　
　
　
　
荒
木
　
省

一

大
浬予

オ0
オ1

三
井
　
通
安

一一一ヱ，

信
昭

和
明

〓
］
“”

!  l

:l lま|■||
■ か 郷 鮒
財 る ll lL
源  区 区
づ  社 の
く 円

``り の 流
に  活 を
,; 勁 |ま
め  の か
る  |る

知
を

今
年

の
敬
老
会
は
内
郷
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て

佐 倉 自黎 園
ケアプラン デイサービス 訪問介讀

ショートステイ 介護タフシー

松ヶ丘自撃回 ・レクケア
デイサービス美杏宝マツサープJ フヽ販売

公認佐倉自動車学校
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高
齢
者
事
業
部

・
崚
老
会
１
０
月
Ｔ
日
川
内
郷
小
体
●
館

・
寝
た
き
り
尚
齢
音
友
■
訪
――――
―
〓
月

２
月

・
高
齢
者
食
事
会
―
年
１
日

・
地
域
与
の
お
楽
し
み
会
す
ポ
ー
ト

地
域
事
業
部

ｏ
内
郷
小
学
生
通
学
合
ｔ
支
援
１
０
月

■
日
ヽ
Ю
月
３
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

●
，
４
回
ふ
く
し
ま
つ
り
　
■
年
３
月

郎
日
“
門
忙
　
ミ
レ
ニ
ア
ム
ｔ
ン
タ
ー

ｔ
倉

・
地
域
■
民
交
流
会
の
推
進

・
内
郷
小
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ト
ホ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
会
●
画

研
修
事
業
部

・
福
祉
委
員
研
修
１
７
月
ハ
Ｈ
Ш

・
福
祉
施
設
研
修
Ｉ
Ｈ
ち

・
仕
民
福
祉
懇
議
会
１
２
月

■
品
齢
者
ク
ラ
ブ
と
の
健
康
祀
座
　
慰

談
会
１
１
月

―
●
と
も
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
一員
と

の
懇
議
会

１

２

月

広
報
事
業
部

・
広
報
誌
―
午
ヽ
回

（７
月
　
Ｈ
だ

３
月
）発
行

・
広
報
誌

へ
地
域
の
企
■
に
広
告
協
賛

を
要
請

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
■
新

・
福
祉
関
連
の
情
報
収
彙

そ
　
の
　
他

・
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
協
カ
ー
６
月
Ｈ
日

高
昴
者
資
似
体
放
協
カ
ー
７
「
７
日

●
白
翠
同
ツ
ー
メ
ン
流
し
協
カ
ー
７
月

９

日

・
白
翠
Ｈ
盆
お
と
り
協
カ
ー
８
月
８
ロ

・
共
同
募
金
参
加
―
‘
月

Ю
月

１２
月

「福
祉
の
心
　
■
の
０
一は
　
地
区
内

Ю

ヶ
所

へ
設
置
し
　
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
文
授
金
を
賜

っ
て
お
り
ま
す

‐９
午
度
は
１
万
６
千
皿
円
の
ご
支
掟

を
い
た
だ
さ

　

一
人
半
ら
し
高
齢
者
全

事
会
　
●
た
き
り
高
肺
者
友
工
訪
同
等

々
に
活
用
い
た
し
ま
し
た

今
年
度
も

「■
の
精
」
へ
　
ご
支
根
ご

協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す

．
「愛
の
箱
璽
収
置
場
所

．
　
．

・
佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
業
部

飯
　
田

・
瀧
□
商
店
　
　
　
　
　
　
飯
　
野

・
草
ぶ
え
の
丘
　
　
　
　
　
　
飯
　
野

・
印
膳
沼
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
　
飯
野
町

・
江
川
商
店
　
　
　
　
　
　
下
　
根

・
北
総
お
に
ぎ
り
弁
当
店

　

山
　
崎

・
鈴
木
屋
酒
店
　
　
　
自
前
二
Ｔ
日

・
ト
ウ
ズ
京
成
佐
倉
店
　
宮
前
三
Ｔ
日

・
〓
官
歯
科
医
院

　
　
官
前
三
Ｔ
曰

・
自
前
柏
栞
集
会
所

　

宮
前
三
丁
目

シ
ι
ベ

ー
ダ

ン
ス
会

６
月
Ｈ
日

水^
〉内
郷
小
学
校
体
●
館

に
お
い
て
　
校
長

請
先
生

小
学
も
ヽ

４
年
生
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

内
郷
地
区
社
協
と
　
［
翠
国
の
役
餃
員

の
↑
添
え
で
約
”
名

の
人
所
の
方
々
に

こ
´
加

い
た
だ
き
　
シ
ル
バ
ー
タ
ン
ス

会
が
催
さ
れ
ま
し
た

小
学
生
児
童
の
踊
，
や
　
草
柿
子
の

面
齢
者
の
方

々
と
児
童
の
フ
ォ
ー
ク
タ

ン
ス
の
輪
に
は
ほ
え
み
な
か
ら
ダ
ン
ス

に
興
じ
る
お
年
●
り
の
´
に
　
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
本
当
に
■
か

っ
た
と
病

”
し
ま
し
た

内
郷
小
学
校
創
立
百
周
年

寄
付
の
御
礼
と
記
念
式
真
　
祝
賀
会
の
ご
案
内

″
ヽ

″

一
ヽ

〃

■

″

‘

″

‘

″

く

”

く

″

ヽ

″

‘
”

く
”

こ
の
た
び
は
内
郷
小
学
校
創
立
百
Ｈ

年
記
念
事
業
に
ｒ
餃
か
ら
心
温
ま
る
寄

付
を
賜
り
深
く
感
謝
中
し
卜
げ
ま
す

次
の
通
，
ご
報
告
と
　
記
念
式
典
及
び

記
念
祝
■
会
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す

ど
う
で
＝
様
ご
来
臨
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す

一　

せ
元
寄
付
金
総
額
　
１
５
２
万
，
十
円

（
６
月
「
日
現
在
）

二
　
記
念
式
轟
一　
＝
月
２
日
出

９
時
∞
分
～
内
郷
小
学
校
体
育
館

三
　
記
念
祝
賀
会
　
「
月
２
日
国

Ｈ
時
～
ｔ
倉
厚
生
□
記
念
館
〓
ホ
賛
Ｕ

◇
記
念
式
典
及
び
祈
念
祝
賀
会
　
参
加
連
絡
先

地
区
実
行
委
員
又
は
佐
倉
市
立
内
郷
小
学

校
教
頭
　
０
４
３
　
４
８
６
　
１
５
０
１

岩

手

・
官

城

内
陸

地

震

義
援

金

！

佐
倉
市
ｔ
協
は
じ
め
諸
国
■
と
協
―リ

し
て
　
，
月
■
日
¨
午
後
０
～
Ь
時
ま

で
　
京
成
佐
倉
状
北
口
に
お
い
て
街
頭

募
や
―
‐
１
動
を
行
い
ま
し
た
　
多
く
の
方

々
か
ら
多
櫻
の
ご
支
指
至
を
い
た
だ
き

厚
く
御
ｔ
ｌｌｌ
し
上
げ
ま
す

□

経

工

晨

ヽ
日

平
成
■
年
Ｌ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
　
■

共
計
画
に
■
●
き
　
委
●
　
同
は
地
域
の
輌

柾
事
業
の
推
進
に
“
●
ま
す
　
今
年
も
尚
郷

地
区
十
綱
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

ｍ
い
致
し
ま
す

『モ
の
「
一
べ
あ
た
た
か
い
ご
援
助
を
お
凱

い
し
ま
す

Ｌ
牛
■
次
号
（筆
出
り
）は
Ｈ
ｌ
即
日
奮
付

で
す

福祉の心 愛の籠

ハ
下`

お年寄りと手をつなぎ 一生懸命
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